
　生計維持者の収入状況に関する情報は、原則マイナンバーにより取得しますが、状況によって別途収入に関する証明書

類の提出が必要になります。

　ここでは、マイナンバーで情報取得できる収入状況と、マイナンバー提出書類以外に別途提出が必要となる、生計維持者

（11～ 12ページ参照）の収入に関する証明書類を確認します。以下の要領で必要書類を確認し、在学校へ提出してくだ

さい。

【収入状況欄】（マイナンバーで情報取得できる収入）
≪生計維持者①≫� 生計維持者①氏名： 続柄

✓ 申込日時点の状況

□
2018年１月１日以前から申込日時点まで同じ勤務先（又は同じ業務形態で事業経営）
※ただし海外に居住している場合はマイナンバーから情報取得できないため裏面Ｅにチェック

してください。
収入情報はマ
イナンバーか
ら取得します

□
2018年１月１日以前から申込日時点まで無職無収入
※ただし海外に居住している場合はマイナンバーから情報取得できないため裏面Ｅにチェック

してください。

※該当しない場合は裏面にそのまま進んでください。

≪生計維持者②≫� 生計維持者②氏名： 続柄

✓ 申込日時点の状況

□
2018年１月１日以前から申込日時点まで同じ勤務先（又は同じ業務形態で事業経営）
※ただし海外に居住している場合はマイナンバーから情報取得できないため裏面Ｅにチェック

してください。
収入情報はマ
イナンバーか
ら取得します

□
2018年１月１日以前から申込日時点まで無職無収入
※ただし海外に居住している場合はマイナンバーから情報取得できないため裏面Ｅにチェック

してください。

※該当しない場合は裏面にそのまま進んでください。

※秋に募集があり、奨学金を申し込む場合は、「2018年」を「2019年」に、「2019年」を「2020年」に、それ
ぞれ読み替えてください。

※マイナンバーを提出しても、自治体等からマイナンバーによる収入情報の取得ができない場合、所得証明書等の
提出が必要となることがあります。

Ⅱ．収入状況の確認

①�下記の【収入状況欄】の「生計維持者①（②）氏名・続柄」にそれぞれの氏名・続柄を記入し、あてはまる箇所に

✓チェックしてください（収入情報はマイナンバーから取得します）。

※該当しない場合は裏面にそのまま進んでください。

②�裏面の【収入計算欄】にも同じく「生計維持者①（②）氏名・続柄」にそれぞれの氏名・続柄を記入し、上記の

①【収入状況欄】（下記掲載）以外にもあてはまる状況があれば✓チェックしてください（別途証明書類を用意

し、年額を算出します）。✓チェックを付けた証明書類について、『奨学金を希望する皆さんへ』33 ～ 34ページ

の【収入一覧】を参照し、必要な証明書類を揃えたうえで、裏面の計算式を埋め、年額を算出してください。

生計維持者の収入状況の確認方法

裏面【収入計算欄】の使用例

１．あてはまる状況に 

チェックを入れます。

２．「必要な証明書類」欄に記載の 

アルファベットを33～34ページ【収

入一覧】から探し、記載されている

書類を準備します。 

３．証明書に記載の金額を
「計算」欄に基づいて計
算し、結果を「年額」欄
に記入します。 

資料B

※ページ数の指定があれば、冊子『奨学金を希望する皆さんへ』を参照してください。
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【収入計算欄】（マイナンバーから情報取得できない収入）
≪生計維持者①≫� 生計維持者①氏名： 続柄

✓ 申込日時点の状況 必要な証明書類
(33～34ページ参照)

証明書に
記載の金額 計算 年額

□
（あなたは）18歳となる前日に施設等に在籍又は
里親等に養育されていた

Ａ 0円 － 0円

□ 2018年１月２日以降に退職・休職（廃業・休業） Ｂ 0円 － 0円

□
2018年１月２日以降に就職・転職した
※�現在、複数の勤務先があり、１つでも上記の状

態ににあてはまる

Ｃ
（月平均額）

円

×12 円

×15 円

Ｄ － － 円

□

生計維持者が海外に居住している
（2018年１月２日以降に就職・転職・退職・開業・
廃業している場合は必要な証明書類のうちＢ～
Ｄ、Ｆの該当箇所に✓チェックしてください。）

E

（月平均額）

円

×12 円

×15 円

0円 － 0円

□ 2018年１月２日以降に開業 Ｆ （月平均額）
円

×12 円

□ 雇用保険基本手当（失業手当）を受給している G
基本手当日額� 円×
所定給付日数� 日－
2019年12月以前の受給額
� 円

円

□ 生活保護を受給している H （月額）
円

×12 円

□ 傷病手当を受給している I 支給金額� 円÷
支給日数� 日×365

円

□ 年金を受給している J （月額）
円

×12 円

□
児童手当、児童扶養手当、特別児童扶養手当を受
給している

K （月額）
円

×12 円

□ 援助を受けている L － － 円

□ その他公的手当等 M （月額）
円

×12 円

≪生計維持者②≫� 生計維持者②氏名： 続柄

✓ 申込日時点の状況 必要な証明書類
(33～34ページ参照)

証明書に
記載の金額 計算 年額

□ 2018年１月２日以降に退職・休職（廃業・休業） Ｂ 0円 － 0円

□
2018年１月２日以降に就職・転職した
※�現在、複数の勤務先があり、１つでも上記の状

態にあてはまる

Ｃ
（月平均額）

円

×12 円

×15 円

Ｄ － － 円

□

生計維持者が海外に居住している
（2018年１月２日以降に就職・転職・退職・開業・
廃業している場合は必要な証明書類のうちＢ～
Ｄ、Ｆの該当箇所に✓チェックしてください。）

E

（月平均額）

円

×12 円

×15 円

0円 － 0円

□ 2018年１月２日以降に開業 Ｆ （月平均額）
円

×12 円

□ 雇用保険基本手当（失業手当）を受給している G
基本手当日額� 円×
所定給付日数� 日－
2019年12月以前の受給額
� 円

円

□ 生活保護を受給している H （月額）
円

×12 円

□ 傷病手当を受給している I 支給金額� 円÷
支給日数� 日×365

円

□ 年金を受給している J （月額）
円

×12 円

□
児童手当、児童扶養手当、特別児童扶養手当を受
給している

K （月額）
円

×12 円

□ 援助を受けている L － － 円

□ その他公的手当等 M （月額）
円

×12 円

※�秋に募集があり、奨学金を申し込む場合は、「2018年」を「2019年」に、「2019年」を「2020年」に、それぞ
れ読み替えてください。

※

又は

又は

年額は１万円未満を切り捨てします。




